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問 18⒜
3行目

電源直流波形 電源電流波形

問 18⒜
選択肢⑶⑷⑸
直流出力電圧波形
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問 18⒝
選択肢⑷⑸

⑷　8.40　　⑸　8.50 ⑷　7.80　　⑸　7.90

130 問 18解説

（解答⒜ -⑸ ,⒝ -⑷はそのまま，解説を以下に差換え）
⒜　電源電圧 vの正の半サイクルにおいて，θ= αでサイリスタT1，T4を
点弧すると，直流出力電流 idは電源→T1→ L→R→T4→電源の経路で流
れ，直流出力電圧 edは vとなる．idはリアクトルに蓄えられたエネルギー
を放出するためにθ= πで電源電圧 vが 0になっても流れ続ける．次にθ= π
+ αでサイリスタT2，T3が点弧されるまでこの経路で流れ続けるのでθ= π
からθ= π+ αまでの期間直流出力電圧 edは負となる．θ= π+ αでサイリ
スタT2，T3が点弧されると idは電源→T3→ L→R→T2→電源の経路で
流れ，直流出力電圧 edは−v（> 0）となる．θ= π+ αからθ=2 π + αまで
同様の波形となる．したがって直流出力電圧の波形は⑶，⑷，⑸となる．
　直流出力電流は平滑リアクトルが十分大きいので（0～ 2 π）の間，一
定値となる．
　電源電流は交流であるので⑸が正しい．　
　したがって直流出力電圧，電源電流波形は⑸となる．
⒝　直流出力電圧 ed [V]の平均値を Ed [V]，電源電圧を v = 2V sin θ [V]
とすると，直流出力電圧の平均値 Edは公式より
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したがって，直流出力電流 id [A]の平均値 Id [A]は
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